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単線式スパイラルアンテナのインピーダンス整合 
IMPEDANCE MATCHING FOR A SINGLE-WIRE SPIRAL ANTENNA  
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This paper summarizes input impedance matching for a single-wire spiral antenna using a small 

plate. The analysis is performed as a function of the width and height of the small plate. It is found that 

the small plate contributes to the impedance matching. A good VSWR of 1.5 is obtained with a small 

axial ratio of less than three. 
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1. まえがき 

単線式スパイラルアンテナ[1]を金属板上[2]あるいは

EBG 板上[3]に配置し，放射特性の改善を検討してきた. 

本稿では,金属板上に配置された単線スパイラルアンテ

ナの給電直線部に整合金属板を装荷し，入力インピーダ

ンス，軸比の改善を検討している． 

 

2. 本論 

(1) 構造と座標系 

図 1 に構造及び座標系を示す．単線式スパイラルアン

テナは金属板上に配置されている．整合金属板は給電直

線部に装荷されている．整合金属板の大きさは，横幅

Wmtc×縦幅 Hmtcである．詳細な構造値を表 1 に示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 構造パラメータ 

 

Symbol Value Unit 

asp 0.45 mm/rad 

φst 90 degrees 

φend 685 degrees 

Wsp 1.0 mm 

Hv 4.5 mm 

εr 2.6  

Hεr 1.0 mm 

Wmtc , Hmtc: varied 
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(a) 立体図 

(b) 上面図 

(c) 側面図 

図１構造と座標系 

 



(2) 整合部の高さ Hmtc 特性 

整合金属板の横幅 Wmtc を 2 mm に固定し，整合金属板

の縦幅 Hmtc を変化した場合の VSWR の周波数特性を図

２に示す．Hmtc が増加すると，VSWR は徐々に改善され

る．  

 図３に軸比の周波数特性を示す. Hmtcを変えても軸比特

性の変化は少ない、といえる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 整合部の横幅 Wmtc 特性 

整合金属板の縦幅 Hmtcを 2.5 mm に固定し，横幅 Wmtc

を変化させた場合の入力インピーダンスと軸比を検討す

る。 

図４に横幅 Wmtcを変化させた場合の VSWR の周

波数特性を示す．横幅 Wmtc = 3.5 mm から 5.0 mm の範

囲内で，2 以下の VSWR が得られている．詳細にみると，

Wmtc = 5.0 mm の時，解析周波数範囲内(周波数 11.0 GHz 

～13.0 GHz)で VSWR = 1.5 以内が得られている．  

図５に軸比の周波数特性を示す．Wmtc が 3.5 mm から

4.5 mm の場合，広い周波数帯域にわたり好ましい軸比

が得られている． 

 図６に放射パターンの一例を示す． 

3．まとめ 

整合金属板の大きさを適切に選ぶことにより，広帯

域に VSWR = 1.5 以内の特性を得ることができる． 
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図５ 軸比の周波数特性 

図４ VSWR の周波数特性 

図２ VSWR の周波数特性 

図３ 軸比の周波数特性 

図６ 放射パターン 


